
ｏ

立
命
館
経
済
挙
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）

二
八
（
五
六
二
）

近
世
に
わ
け
ろ
畿
内
在
郷
商
人
の
高
利
貸
資
本
に
っ
い
て

山
城
国
乙
訓
郡
神
足
村
絞
油
商
油
屋
弥
兵
衛
（
現
岡
本
家
）
の
場
合

足
　
　
立

政
　
男

は
　
し
　
が
　
き

　
封
建
的
農
村
と
し
て
再
編
成
さ
れ
た
近
世
農
村
は
貨
幣
経
済
の
浸
透
と
負
担
の
加
重
に
よ
る
経
済
生
活
の
窮
乏
に
よ
っ
て
次
第
に

解
体
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
窮
乏
化
が
深
ま
る
と
き
必
然
的
に
高
利
貸
資
本
の
農
村
浸
透
も
進
め
ら
れ
、
そ
こ
に
窮
乏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

農
民
の
土
地
、
家
財
の
喪
失
、
小
作
人
化
と
と
も
に
富
裕
な
る
も
の
の
土
地
兼
併
、
地
主
、
豪
商
の
成
長
発
展
と
い
う
結
果
が
進
め

ら
れ
る
の
ノ
し
あ
る
。
一
方
武
家
支
配
層
に
お
い
て
も
近
世
経
済
の
発
展
に
お
い
て
、
ン
、
の
財
政
は
窮
乏
と
破
綻
を
来
た
し
、
遂
に
貨

幣
資
本
を
も
つ
商
人
の
経
済
的
勢
力
の
前
に
屈
服
し
、
ひ
い
て
は
封
建
的
身
分
制
度
を
混
乱
せ
し
め
る
結
果
と
な
り
、
封
建
制
社
会

全
般
の
解
体
、
崩
壊
を
促
進
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
富
商
の
も
つ
貨
幣
資
本
を
以
上
の
如
き
見
地
に
立
っ
て
把
握
す
る
場
合
の
一
実
例
と
し
て
、
山
城
国
乙
訓
郡
神
足
村
に
お
け
る
絞

油
商
油
屋
弥
兵
衛
の
高
利
貸
資
本
を
と
り
あ
げ
た
い
。



、
「
棚
卸
覚
」

に
見
え
る
高
利
貸
資
本

　
高
利
貸
資
本
の
研
究
資
料
と
し
て
は
「
棚
卸
覚
」
が
現
存
す
る
が
、
こ
れ
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
か
ら
文
化
十
一
年
（
一
八
一

四
）
に
至
る
ま
で
の
毎
年
度
末
現
在
に
お
け
る
岡
本
家
の
資
産
の
棚
卸
価
格
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
を
通
じ

て
当
時
に
お
け
る
油
屋
弥
兵
衛
の
在
郷
商
人
と
し
て
の
活
躍
、
殊
に
高
利
貸
資
本
家
と
し
て
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

る
。
こ
の
棚
卸
覚
に
記
載
さ
れ
た
も
の
は
、
貸
付
金
、
在
庫
商
品
（
売
薬
商
晶
、
米
穀
商
人
と
し
て
の
五
穀
、
煙
草
商
と
し
て
の
煙
草
筆
）

及
び
現
金
で
あ
っ
て
、
土
地
、
家
屋
、
家
具
、
什
器
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
今
彼
の
活
躍
の
全
貌
を
知
る
た
め
に
、
文
化
八
年
十

二
月
三
十
一
日
現
在
に
お
け
る
棚
卸
勘
定
覚
の
全
文
を
揚
載
す
る
事
に
す
る
。

、、、、、

　
　
　
貸
　
付
　
覚

銀
四
百
三
十
八
匁
弐
分
一
厘
、
　
　
金
三
三
両
一
歩
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
足
村
（
此
町
下
ノ
町
）

銀
三
百
甘
九
匁
三
分
六
厘
、
　
　
　
金
三
両
一
歩
、

　
　
銭
弐
頁
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
足
村
（
中
ノ
町
）

銀
五
頁
五
百
三
匁
四
分
三
厘
、
　
　
金
柑
四
両
一
歩
、

　
　
銭
弐
頁
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
足
村
（
上
ノ
町
）

銀
九
百
十
三
匁
八
分
五
厘
、
　
　
　
金
五
両
一
歩
、

　
粕
一
玉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
足
村
（
在
　
　
方
）

銀
六
頁
九
百
五
十
匁
、
　
　
　
　
　
金
弐
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
　
　
市
　
　
村

近
世
に
拍
け
る
畿
内
在
郷
蘭
人
の
高
利
貸
資
本
に
■
つ
い
て
（
雇
立
）

、、、、
一
、

一
、

一
、

一
、

銀
三
貫
五
百
八
十
五
匁
、
　
　
馬
場

銀
八
貫
七
百
八
十
七
匁
二
分
八
厘
、
金
二
両
一
歩
二
朱
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
油
八
升

　
　
銭
一
貫
丈
、
　
粕
一
玉
勝
龍
寺

銀
十
二
匁
四
分
九
厘
、
　
　
　
　
金
一
歩

　
　
銭
童
一
百
七
十
二
轟
釜
長
法
寺

銀
二
頁
二
百
四
十
九
匁
五
分
一
厘
、
金
二
歩
二
朱
、

　
　
銭
五
頁
文
、
　
　
油
三
升
　
下
漆
印
寺

銀
四
頁
匁
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
幡

銀
十
一
貫
二
百
五
拾
匁
、
　
　
下
狛

．
銀
一
貫
五
百
匁
、
金
三
両
　
久
貝

銀
弐
頁
五
百
匁
　
　
　
　
　
　
大
原
村
の
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
（
五
六
三
）

村村村村村村村久



立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
五
．
六
号
）

一
、
警
八
十
四
雀
竺
厘
　
　
大
坂
岩
長

一
・
銀
七
百
十
一
匁
八
厘
　
油
五
合
奥
カ
イ
シ

一
・
銀
長
匁
　
　
　
　
　
ヨ
コ
山
綿
太

一
・
　
　
　
銭
二
貫
五
百
丈
山
河
線
喜

一
・
銀
廿
八
匁
七
分
八
厘
　
油
二
升
調
　
子
　
民

一
・
　
　
　
　
’
　
　
油
一
斗
三
升
　
西
　
　
岡
　
　
氏

銀
含
　
四
拾
九
頁
九
百
四
十
三
匁
五
分
一
厘

金
合
　
五
拾
弐
両
三
歩
（
六
十
四
匁
替
）
　
　
此
銀
三
頁
三
百
七
十
六
匁

銭
合
　
十
四
貫
百
七
十
二
文
（
九
匁
二
分
替
）
此
銀
百
三
十
匁
三
分
八
厘

油
合
　
弐
斗
七
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
銀
八
十
八
匁
四
分
三
厘

滴
粕
合
　
八
　
　
玉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
銀
四
十
匁

都
合
　
五
拾
三
貫
五
百
七
拾
八
匁
三
分
弐
厘

　
　
　
　
　
　
有
　
物
　
覚

　
、
胡
桝
　
三
拾
斤
　
　
代
銀
三
百
三
拾
九
匁

　
・
麻
黄
　
五
根
　
　
代
銀
五
百
廿
三
匁
壱
分
三
厘

　
・
横
椰
子
　
　
十
　
椴
　
　
　
代
銀
　
壱
貫
二
百
六
拾
匁
六
厘

　
・
阿
仙
薬
　
　
十
　
根
　
　
　
代
銀
　
三
貫
六
拾
弐
匁
二
分
四
厘

　
・
検
椰
子
　
　
十
　
植
　
　
　
代
銀
　
九
百
八
拾
五
匁
一
分
七
厘

　
・
大
　
黄
　
　
十
　
檀
　
　
　
代
銀
　
弐
賀
廿
七
匁
壱
分
三
厘

　
・
酸
束
仁
　
　
十
　
概
　
　
　
代
銀
　
弐
貫
百
八
拾
九
匁
八
分
八
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
（
五
六
四
）

一
・
麻
黄
　
十
櫃
　
　
代
銀
壱
頁
三
百
廿
五
匁
三
分
一
厘

二
石
　
膏
　
　
廿
　
糧
　
　
　
代
銀
　
壱
貫
百
廿
三
匁
三
分
三
厘

一
・
山
婦
来
　
　
十
　
榎
　
　
　
代
銀
　
壱
貫
弐
百
六
拾
匁
二
分
八
厘

一
・
辰
　
砂
　
　
三
十
斤
　
　
　
代
銀
　
壱
貫
百
廿
三
匁
八
分
一
厘

一
、
連
　
麹
　
　
十
　
櫃
　
　
　
代
銀
壱
貫
弐
百
五
拾
九
匁
壱
分
五
厘

二
鈷
鍋
　
五
丸
　
代
銀
四
頁
弐
百
三
拾
四
匁
九
分
三
厘

都
合
　
銀
弐
拾
貫
七
拾
三
匁
四
分
二
厘

一
、
銀
六
頁
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
肥
後
米
三
百
俵
　
買
付
　
天
　
源

一
・
銀
四
頁
九
百
八
拾
匁
　
　
　
　
米
子
米
二
百
俵
　
買
付
　
岩
　
長

一
、
銀
七
貫
四
百
五
拾
二
匁
五
分

　
　
　
　
　
　
　
銀
五
十
五
匁
替
　
　
地
米
　
百
三
拾
五
眉
五
斗
代

　
・
銀
九
拾
匁
　
　
　
　
銀
六
十
匁
替
　
　
　
餅
米
　
一
石
五
斗
代

　
、
銀
七
拾
五
匁
　
　
　
銀
五
十
匁
替
　
　
　
精
麦
　
一
石
五
斗
代

　
、
銀
六
拾
五
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
米
　
一
　
　
　
眉

　
・
銀
五
頁
百
八
拾
匁
　
銀
七
十
二
匁
替
　
　
菜
種
　
七
拾
弐
石
代

一
、
銀
三
頁
弐
百
七
拾
七
匁
五
分

　
　
　
　
　
　
　
　
銀
二
百
八
拾
五
匁
替
　
　
油
　
　
拾
壱
盾
五
斗
代

　
、
銀
八
拾
二
匁
五
分

　
　
　
　
　
　
　
　
銀
二
百
七
拾
五
匁
梼
　
　
白
滴
　
三
　
斗
　
代

　
・
銀
壱
貫
三
百
八
拾
匁
　
銀
九
匁
二
分
移
銭
　
　
百
五
拾
貫
文



一
、
銀
三
百
七
拾
九
匁
四
厘
銀
九
匁
二
分
替
　
四
文
銭
　
拾
貫
四
百
丈
　
　
　
　
〆
銀
、
百
廿
貫
弐
百
拾
弐
匁
壱
分
弐
厘

一
、
銀
七
拾
三
匁
六
分
同
文
銭
八
貫
丈
　
内

一
・
銀
廿
百
五
拾
弐
匁
銀
六
十
四
匁
替
　
　
金
拾
壱
両
三
歩
弐
朱
　
　
　
　
銀
弐
百
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伸
間
拝
借
銀

一
、
銀
三
頁
六
百
八
拾
匁
　
　
　
同
　
　
　
　
歩
金
五
十
七
両
弐
歩
　
　
　
　
　
銀
七
百
七
拾
五
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
瑞
雲
寺
預
リ
銀

一
、
銀
壱
貫
六
百
七
拾
五
匁
　
　
　
　
　
銀
　
　
　
子
　
　
　
　
　
　
銀
六
百
四
拾
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
和
尚
預
リ
銀

一
、
銀
三
百
廿
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
神
　
　
小
判
　
　
五
両
　
　
　
　
　
銀
百
四
拾
弐
匁
七
分
六
厘
　
　
　
　
　
　
同
寺
祠
堂
摂
リ

一
、
銀
弐
貫
百
拾
二
匁
　
金
十
六
両
二
歩
替
　
古
　
金
　
　
甘
　
　
両
　
　
　
　
　
銀
百
五
十
七
匁
四
分
六
厘
　
　
　
　
　
　
内
輸
伊
勢
講
預
リ
銀

一
、
銀
弐
貫
弐
百
五
拾
匁
　
銀
百
五
十
匁
替
古
銀
　
　
壱
貫
五
百
匁
　
　
　
　
　
銀
百
九
十
五
匁
一
分
九
厘
　
　
　
　
　
彦
兵
衛
給
銀
過
預

一
、
銀
壱
貫
弐
百
八
拾
四
匁
弐
分
四
厘
　
　
　
頼
母
子
実
掛
銀
　
　
　
　
　
　
　
都
合
銀
弐
貫
百
拾
匁
四
分
一
厘

一
、
銀
七
百
六
拾
八
匁
　
　
　
　
　
　
　
御
用
金
十
二
両
代
　
　
　
差
引
正
銀
残
百
拾
八
頁
百
壱
匁
七
分
壱
厘

　
都
合
銀
四
拾
壱
貫
八
百
八
拾
匁
三
分
八
厘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
者
古
借
シ
之
分
丼
歳
賦
之
分
悉
除
之

三
口
合
銀
百
拾
六
貫
百
七
十
二
匁
一
分
弐
厘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
化
八
未
年
勘
定
也
　
同
九
年
申
正
月
六
巨
改
之

一
、
銀
四
貫
四
拾
匁
　
　
　
銀
五
百
匁
替
　
　
滴
　
粕
　
八
百
八
玉
代
　
　
　
　
　
　
　
元
粗
浄
岩
入
道
七
代
孫
　
　
　
　
弥
兵
衛
宣
顕
＠

　
こ
の
棚
卸
勘
定
覚
書
に
よ
っ
て
在
郷
商
人
と
し
て
の
油
屋
弥
兵
衛
の
当
時
の
資
産
と
活
躍
の
全
貌
が
明
か
に
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

次
に
こ
の
棚
卸
勘
定
の
中
か
ら
貸
付
金
の
一
部
分
だ
け
を
統
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
高
利
貸
資
本
家
と
し
て
活
躍
せ
る
実
態

を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酪
－
跳
董
菖
聾
砕
擁
｝
芥
片
飢
甘
胴
疵
幸
帥
ｏ
欝
卑
鮒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購
、
畑
り
、
｝
、
サ
亨
ポ
ポ
嘉
象
吟

　
　
近
世
に
お
け
る
畿
内
在
郷
商
人
の
商
利
貸
資
本
に
つ
い
て
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
（
五
六
五
）



立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
．
六
号
）

沫
温
ｑ
今

旨
泣
○
〇
一
缶

－
鷺］

■
海
○
ｏ
Ｏ
り
膏
０
ゆ
び
圃

購
胃
ｏ
宵

洲
濁
¢
寺

冒
遍
ｃ
ｏ
Ｈ
回

簿
◎
・
り
暮
§
え
簿
婁
菖
雪
寓

酪
急
料
一

蟄
二
∴
鴛
宅
婁
一
警
一
養
申

一
心
童
四
層
さ
煽
料
　
一

洲
温
◎
。
肯

冒
泣
ｃ
ｏ
Ｈ
四

購
竃
菖
ま
圃
ポ
彗
曽

雲
劃
　
一
、

繋
享
婁
婁
五
…
膏
饒
串
。
圃

滅
黒
心
ｏ
令

ｓ
泣
ｏ
ｏ
Ｈ
回

鷺
べ
嵩
膏
Ｈ
ゆ
ｏ
ｏ
圃

紛
一
ヨ

簿
轟
¢
膏
¢
サ

騨
婁
婁
主
購
、
減
・
。
、
、
膏
り
圃
亨
婁
五
パ
。
∴

三
二
（
五
六
六
）

　
　
一
購

驚
｛
庫
お
Ｈ
膏
ｏ
。
串
｛
禺

　
　
　
　
／
爵

購
Ｈ
蜜
轟
弩
ぶ
璃
婁
膏
＄
一
詞
．
簿
会
曹
ｃ
ｏ
サ

騨
８
養
慧
茅
。
。
婁
意
一
一
炉
婁
婁
豪
■

Ｈ
坤
べ
ｏ
◎
ｑ
膏
｛
サ
り
岡

一
溝
〕
番
奏
望
申

騨
婁
妻
圃
雫
婁
慧
一

　
　
　
　
一
　
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
簿
宝
婁
繭
覇

　
　
　
　
一
、
畑
べ
、
。
。
肖
、
ゆ
。
。
詞

購
り
竃
惇
べ
専
ひ
圃

紛
心
目

購
Ｈ
域
蟹
］
膏
｛
サ
ｏ
。
圃

陣
に
｝

緯
津
９
。
令

］
Ｎ
泣
ｃ
ｏ
Ｈ
回

齢
津
｛
令

旨
湿
ｃ
ｏ
Ｈ
回

簿
り
○
ｏ
｛
倉

紛
｛
ヨ

●

購
Ｈ
海
心
膏
べ
串
饒
回
　
　
簿
ｏ
塞
膏
り
サ
｛
爾

紛
一
ヨ
　
　
　
　
診
｛
葛

爵
べ
属
料

　
　
鷺
異
）
ト
ｏ
崎
｛
串
ひ
－
劇
一

　
　
李
　
　
　
○
。
幣

　
　
爵
■
－
■
■
｛
属
料
∴
；
；
「
■
；
－
「
！
；

－
１
－
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奔
■
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨
心
嘱
■
料

釧
ト
一
、
坤
ゆ
討
副
皐
．
割
、
．
｝
を
首
ｏ
サ
ｏ
国
一
．

雛
辞
赤
範
箒
、
肯
整
樽

賎
ｏ
ｏ
寓
膏
］
サ

、
購

購
虐
ｏ
膏
¢
串
○
。
圃

購
ｏ
ｏ
つ
。
膏
〕
串
Ａ
禺

診
ｃ
ｏ
峡

簿
。
。
亭
ト
お
曽
旨
－

購
Ｎ
域
心
Ｎ
〕
育
べ
串

李
二
昌

簿
さ
婁
妻
干
罵
量
菖
ミ
閏

購
お
膏
｛
串

簿
Ｈ
坤
畠
膏
｝
岡

．
劃
叶
，
喜
寿
、
疹
筆
。
薗
一
窪
帖
二
。
“
妥
碍
↓
喜
り
び
“

警
吟
融
嵩
靖
書
詔
心
靖

一
Ｈ
海
〕
竃
膏
ｏ
串
り
圃

簿
Ｈ
海
Ｈ
］
，
べ
膏
り
ゆ
べ
園
州

一
敷
．
．一
一
弩
べ
暮
事
量

蒲
Ｈ
海
Ｎ
Ｈ
ｏ
肖
心
串
○
ｏ
圃

■
紛
憎
■
層

灘
，
扇
肇
貧
ゆ
霞
一
蟻
・
。
書
尋
灘
ｏ
弩
８
膏

　
　
、
。
・
膏
．
雲
葛
享
慧
簗
副

　
　
　
　
鱒
Ｈ
８
料
　
　
一

灘

簿
◎
。
庫
轟
ｏ
膏

夢
暮
慧
繁
醜
薙
講

料
き
ざ
令

嵩
宙
○
◎
－
回

料
き
ご
令

ｓ
注
９
０
Ｈ
珂

購
ひ
庫
轟
ｑ
商
Ｈ
圃
一

診
轟
ヨ
Ｈ
快

鶏
輔
。
誠
善
惇
ベ
サ
、
閏
掌
３

簿
り
べ
〕
膏
り
サ
ひ
国
一
鷺
ら
海
ム
◎
Ｏ
曽

紛
毒
．
事
累
一
蛮
Ｏ
引

一
簿
｛
坤
ｏ
．
８
曽

Ｈ
海
り
ミ
商
心
サ
ｏ
爾

奪
り
局
！
■
１
－

灘
ｏ
ｃ
輝
べ
ｏ
ｃ
べ
肖
心
ゆ
◎
ｏ

診
豊
旨
峠
Ｎ
井
圃

露
一
坤
料

繭
お
崩
料

購
－
ｏ
塒
び
さ
膏
９
。
サ

紗
９
。
ヨ
心
舟
り
函

鰐
嵩
鴎
び
８
料

簿
　
　
　
　
　
　
　
／
雲
　
　
　
　
一
購

嚢
賞
、
サ
・
。
圃
雀
、
卜
曽
、
、
一
。
庫
峰
｛
蟹
藷
稽



表額総金付貸るよに音覚定勘卸棚
価
し
算

時
と
換
　
替

石
円
に
合
匁

撮
鶉
瑠

米
１
，
て
せ
１
１
９

計合算換に銀計合

厘５分２匁
ｏ
０５貫巧厘－分３匁

２
１
つ
ム
）

　
　
　
　
代
匁

　
付
　
　
）
ｏ
ｏ

貸
輔
種
鱗
各
熱

　
　
　
帥
腎

　
　
　
舳
絆

　
　
　
　
’
一
』

　
　
　
　
有
貝

　
　
　
　
３
３
１

　
　
　
‘

替匁駆石
１厘２分３匁

２
７

○
ム

貫
１
２

替匁駒石
１厘６匁

０
７３貫

１
５

　
匁
　
○

厘
３
６
一
６
銀

一
７
匁
代
升
一

替匁砺石
１

今
目

５
３
１

翻
曲
止

厘６分５匁
９
９５貫

１
５

分５

離
打
舳
笥

ｕ
４
０
３
阯
貫
掲
－

銀
銭
油
捌
鋳
摘

　
　
匁

　
　
８
３

鯉

分
鮒

鳩
滴分
箒

鮎
代
升

午
、
年
目

６
３
１
明
月

天
１
２

７
３
１
明
月

天
！
２

替匁
６
０石１厘５匁

５
３８頁

１
０

欣
厘

２
７
５
１

銀
匁

代
７
８
　
５
両
貫

５
１
０

ら
鉦
１
年
肩

８
３
１
明
月

天
１
２

替匁
５
３石１厘２匁６匁

５
９３貫ｕ

　
匁
厘
６
２
ｕ
倣
篇

鰐
石
■
鉛
巾
１
ｕ
ち
一

替匁
６
７石１厘５匁雛

４貫
■
９
■
■
１

厘２分－匁
３
０
厘

４
３

畏
．
。

惚
分
一

　
９
歩
匁

３
５
３

両
貫

分９匁
７
５
替

石
厘

１
４
一

嘔

３
分
升

匁
８

９
６
斗
７
１
貫
由

■
９
■
け
■
■

　
替
石
匁
－
肪厘－分２匁砧

７貫ｕ

　
　
　
厘

　
　
　
５
　
分

　
　
　
分
　
８

　
　
　
２
　
匁

匁
　
　
匁
　
仰

５
０
　
　
７
５
鯛

４
一
　
　
　
Ｆ
Ｄ
　
　
全
ヅ

貫
　
　
銀
　
代

－
　
　
代淋

滋 　
円

　
替
万

石
匁
６
６

１
５
５
ｕ

　
円

　
替
万

石
匁
６
９

１
５
０
ｕ

厘２分３匁
７
８５貫棚

厘３分３匁
ｏ
０２貫

６
１

。
筆
・
妻
■
眺
鴨
升
砕
文
代
玉
一

蝋
８
貫
順
９
両
７
貫
朋
蛸
閉
噸
岬
頑
舳
頒
２
斗
舳
工

　
　
　
　
厘

　
　
匁
　
２

　
　
厘
如
　
分

　
　
８
銀
　
ユ

匁
晦
代
篶

　
７
６
１
３
玉
　
２
匁

獺
撚

翰
熱
一

搬
総
惚
螂

　
円

　
替
万

石
匁
６
５

１
６
０
１
１

円

替
万

石
匁
７
８

１
６
０
１
３

　
　
　
７
９

金
銀
も
一
金
銀
一
金
銀
銭
金
銀
簿
銀
企
銭
油
鋤
倫
錫
油
油
銀
金
銭
油

年
日

元
３
１
政
月

寛
１
２

年
日

２
３
１
政
月

寛
１
２

年
島

３
３
１
政
月

寛
１
２

勾
日

４
３
１
政
月

寛
１
２

　
厘
　
　
　
厘

　
９
　
　
　
　
　
　
７

　
分
　
　
　
分

　
３
　
　
　
　
　
　
４
一

　
匁
　
　
　
　
匁

　
仰
　
　
　
９
０

　
２
　
　
　
　
　
　
　
８

　
貫
　
　
　
頁

　
５
８
　
　
　
６
８

　
　
厘

　
　
　
　
厘

　
　
８

　
　
　
　
　
８

　
　
分
　
　
分

　
　
　
　
　
８
　
厘

　
　
５

　
　
匁
　
－
匁
分
舳

　
　
７
３
　
９
１
４

匁
・
　
鄭
匁
－
匁

　
８
銀
　
　
７
０
０
４
一

燃
燭
鵡

偽
綜
贈
鶴

靖
合
一
紗
艦

灘
繕
戯
銀
金
銭
油
油

年
口
８
細
化
月

文
１
２

々
．
日
９
打
化
ル

文
１
２

年
日

１
０
３
ユ
化
月

文
１
２

年
目

ｕ
３
１
化
月

文
１
２

近
杜
に
お
け
る
畿
内
在
郷
商
人
の
高
利
貸
資
本
に
つ
い
て
（
足
立
）

三
三
（
五
六
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
（
五
六
八
）

　
此
の
棚
卸
勘
定
覚
書
か
ら
そ
の
貸
付
範
囲
を
見
る
に
、
自
村
（
神
足
村
下
ノ
町
）
を
中
心
に
し
て
恰
も
波
紋
が
次
第
に
拡
大
し
て
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
註
一
〕

く
如
く
、
近
郷
近
在
の
農
氏
は
勿
諭
、
遠
く
は
摂
泉
の
農
民
や
京
阪
両
都
の
商
人
に
迄
多
額
の
貸
付
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
大
阪
商
人
の
場
合
は
単
な
る
利
貸
で
は
な
く
、
中
に
は
商
用
の
為
の
預
金
で
あ
っ
て
、
こ
れ
で
も
っ
て
堂
島
に
お
け
る
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
註
二
〕

相
場
の
取
引
を
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
貸
付
の
範
囲
は
相
当
広
く
、
そ
れ
だ
け
金
貸
と
し
て
の
彼
の
名
が
聞
え
て
い

た
誕
拠
で
あ
る
。

　
次
に
貸
付
金
額
で
あ
る
が
、
　
「
棚
卸
勘
定
書
統
計
表
第
二
表
」
に
示
す
如
く
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
は
銀
に
換
算
し
た
総
計
が
銀

十
五
貫
五
百
匁
二
分
五
厘
（
ぎ
時
米
一
眉
九
十
五
匁
）
で
あ
っ
た
の
が
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
の
三
十
年
後
に
は
銀
六
八
貫
八
百
九

十
匁
四
分
七
厘
（
当
時
米
一
眉
六
十
匁
）
と
激
増
を
見
せ
、
油
屋
弥
兵
衛
の
高
利
貸
資
本
家
と
し
て
の
活
躍
と
隆
盛
の
実
惜
が
つ
ぶ
さ

に
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
近
郷
の
農
民
を
高
利
貸
資
本
の
下
に
全
く
隷
属
せ
し
め
た
彼
は
在
郷
の
富
商
と
し
て
磐
石
の

支
配
的
地
位
を
確
立
し
、
近
郷
に
君
臨
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
謹
一
　
貸
付
け
た
範
囲
を
あ
げ
る
と
村
で
は
神
足
村
（
上
の
町
、
申
の
町
、
下
の
町
、
在
）
古
市
村
、
開
田
村
、
罵
場
村
、
勝
龍
寺
村
、
久
貝
村
、

　
　
　
　
下
植
野
村
、
調
子
村
、
友
岡
村
、
金
ケ
原
村
、
下
海
印
寺
村
、
奥
海
印
寺
村
、
長
法
寺
村
、
鶏
冠
井
村
、
向
巨
町
、
古
川
村
、
八
幡
村
、
大

　
　
　
　
原
野
村
、
下
狛
村
、
大
下
津
村
、
ロ
ロ
村
、
合
計
二
十
ヶ
町
、
村
に
及
び
、
そ
の
外
、
京
都
（
丸
市
、
亀
屋
）
大
阪
（
岩
長
、
伝
庄
、
天
王

　
　
　
　
寺
屋
源
之
助
、
伏
見
（
リ
の
屋
）
等
の
大
都
市
の
町
人
に
対
す
る
貸
付
も
あ
リ
、
個
人
名
と
し
て
は
、
横
山
、
木
口
高
兵
衡
、
久
米
松
等
の

　
　
　
　
名
が
見
え
る
。
国
名
と
し
て
泉
国
、
其
の
他
は
諾
方
合
計
と
し
て
貸
付
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
つ
以
上
に
よ
っ
て
そ
の
貸
付
範
囲
は
非
常

　
　
　
　
に
広
範
囲
で
遠
隔
の
地
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
註
二
　
例
え
ば
大
阪
の
天
源
の
如
き
は
単
な
る
貸
付
で
は
な
く
全
く
の
預
金
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
つ
却
ち
滴
屋
菰
兵
衛
は
現
金
を
大
阪
の
米
穀

　
　
　
　
取
引
商
人
、
天
王
寺
屋
源
之
助
に
預
け
て
、
堂
島
の
米
穀
市
場
で
相
場
取
引
を
行
い
畿
内
豪
商
と
し
て
の
特
質
を
遺
掘
な
く
発
揮
し
て
い
る
。

　
　
　
　
今
岡
本
家
に
残
存
す
る
古
文
書
の
中
か
ら
か
か
る
関
係
資
料
を
ひ
ろ
っ
て
見
る
に
凡
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。



丈
化
十
四
丁
丑
年
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
天
王
寺
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
之
助

　
　
切
手
入
替
差
引
之
通

　
　
　
油
屋

　
　
　
　
弥
兵
衛
殿

　
　
　
　
初

七
月
八
目

　
　
出
六
頁
六
百
匁
　
　
　
　
　
　
　
肥
後
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
百
俵
御
買
付

　
　
　
閏
　
拾
五
匁
　
　
　
　
　
　
　
同
　
口
銭

　
　
　
閏
　
廿
拾
五
匁
二
分
壱
厘
　
　
　
六
頁
百
八
拾
匁
三
分
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厘
六
月
十
一
亘
ヨ
リ
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
廿
四
目
迄
三
十
四
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
目
歩
壱
分
弐
厘

　
　
　
閏
　
五
匁
五
分
五
厘
　
　
　
　
　
六
貫
六
百
十
五
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
八
目
よ
刀
十
四
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
目
分
目
歩
壱
分
弐
厘

七
月
十
四
旦

　
入
拾
宅
頁
七
百
弐
匁
六
分
弐
厘
　
　
　
沢
商
店
よ
リ
請
取

七
月
甘
八
目

　
入
壱
頁
百
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
津
店
よ
リ
請
取

十
月
甘
一
目

近
世
に
．
拍
け
る
畿
内
在
郷
商
人
の
高
利
貸
資
本
に
つ
い
て
（
足
立
）

　
入
六
貫
百
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肥
後
米
三
百
俵
御
売
払

十
一
月
三
旦

　
入
六
貫
弐
百
八
拾
匁
　
　
　
　
　
　
　
筑
前
米
三
百
俊
御
売
払

　
入
七
拾
弐
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
の
　
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
、
十
二
、
ニ
ケ
月
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
三
朱
之
利

丑
年
正
月
計
算

　
入
百
六
拾
四
匁
六
分
七
厘
　
　
　
　
　
　
〆
　
　
　
　
高

六
月
十
一
目

　
肖
六
頁
三
百
三
拾
匁
　
　
　
　
　
　
　
筑
前
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
百
俵
御
買
付

　
　
　
閏
　
拾
五
匁
　
　
　
　
　
　
　
同
　
口
鐘

　
〆
拾
弐
頁
四
百
廿
八
匁
五
分
三
厘
入

　
　
　
　
　
寅
正
月
覚
　
　
　
　
月
三
朱
之
利

寅
十
月
廿
二
目

　
出
五
頁
三
百
四
拾
九
匁
壱
分
八
厘

十
一
月
七
日

　
出
五
頁
四
百
七
拾
弐
匁

　
　
　
閏
　
拾
五
匁

十
一
月
十
目

　
肖
　
壱
頁
五
百
九
匁

　
　
　
出
　
四
匁
五
厘

三
五

紐
喜
星
へ
渡
ス

肥
後
米
三
百
俵
御
買
付

口
　
銭

備
前
米
九
十
俵
積
閏
し

口
　
銭

（
五
六
九
）



立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）

　
出
三
拾
匁

　
入
　
壱
頁
三
百
匁

入
三
百
七
拾
弐
匁
五
分
六
厘

船
賃

下
津
よ
リ
請
取

十
弐
貫
四
百
廿
八
匁
五

分
三
厘

正
月
よ
リ
十
月
迄
十
ケ

月
分
月
三
朱

三
六
（
五
七
〇
）

〆
壱
貫
七
百
廿
壱
匁
七
分
三
厘
入

卯
年
四
月
甘
五
巨

串
弐
百
五
拾
匁
六
分

閨
四
月
十
一
目

入
五
頁
七
百
匁

金
四
両
　
御
下
阪
之
節

御
渡
上
侯

肥
後
米
三
百
俵
御
売
付

部一の引取穀米
るげおに阪大代年政文化文

金
代
量
数

匁
匁
３
０
０
０
３
　
６
頁
頁
’
０
　
（
０

２
匁
９
匁
帥
仰
５
０
積
頁
頁
で
５
１
船
　
（

匁
匁
９
０
２
０
１
　
　
９
貫
貫
４
一
　
８

匁
匁
８
０
８
０
貫
貫
９
　
４
一

金
代

匁
匁
０
０
８
０
１
１
一
　
２
頁
頁
６
　
６

匁
ｏ
０
７
頁
５

匁
匁
６
０
８
０
４
　
９
貫
頁
ｕ
１
３

米
付
買

僕
僕
ｏ
ｏ
ｏ
０
３
　
３

僕
康
ｏ
ｏ
ｏ
０
３
　
６

康
俵
ｏ
ｏ
ｏ
０
６
　
３

米
却
売

量
数

僕
俵
ｏ
ｏ
ｏ
０
３
　
３

侠
ｏ
０
３

康
康
醐
舳

地
産

米
米
前
後
筑
肥

米
米
後
前
肥
備

米
上
前
肥
同
，
，
１
　
　
　
　
１
■
；

米
米
後
後
肥
肥
　
１

米
米
後
前
肥
筑

米
後
肥

米
米
前
後
肥
肥

目
月
代
年

年
目
年
目
１
４
ｕ
８
化
月
月
文
６
同
７

年
目
年
巨
元
７
１
０
政
月
月
文
ｕ
同
ｕ

年
目
目
２
９
　
２
政
月
月
文
１
１
ｕ

年
目
年
日
撤
同
閉
一
　
　
二

地
産
目
月
代
年

年
目
年
同
１
４
２
１
３
化
月
月
文
１
０
同
ｕ

年
岨
２
１
鵡

年
目
年
目
３
ｕ
１
５
政
月
月
文
２
同
９

　
　
　
　
　
　
　
二
、
　
「
借
用
証
文
」
に
見
え
る
高
利
貸
資
本

残
存
せ
る
借
用
要
は
、
一
般
的
董
の
害
八
十
九
通
、
奉
公
て
つ
て
榊
殺
す
る
も
の
が
一
一
一
十
二
通
、
搾
油
原
料
た
る
菜
種

栽
培
の
た
め
に
貸
付
け
た
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
「
役
所
御
用
銀
貸
付
証
文
」
が
三
十
三
通
、
合
計
二
百
五
十
四
通
に
上
っ
て
い



る
。
こ
れ
を
年
代
的
に
見
る
と
、
一
番
古
い
年
代
の
証
文
は
寛
政
二
年
に
三
通
あ
り
、
証
文
数
の
多
い
の
は
文
化
、

嘉
永
、
安
政
年
間
で
あ
る
。
今
残
存
借
用
証
文
を
統
計
に
よ
っ
て
示
せ
ば
凡
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
借
用
証
文
統
計
（
奉
は
質
奉
公
、
役
は
役
所
御
用
銀
に
、
よ
る
借
用
の
略
）

文
政
、
天
保
、

年
　
　
代

証
丈
数

担
　
　
　
　
保

物
　
　
　
　
件

士
地
蚕
亙
家
督

菜
種
一
奉
公

壌
骸
肝
丁
竺

３
　
　
　
　
２

享
和
三
年
間

２

講

建
物

米
言
二
無
担
保

賊
靴
附

文
政
　
十

二
　
年
　
間

嘉
一

５
　
　
　
　
５

５

１
６

轟
一

９

４

７
　
　
　
　
１

７

５
　
　
－
３

１

１
２

天四

保年

虹
轟

弘
化
四
年
間
丁
剤

ｕ

２

５
　
　
　
　
３

一
２

１３

二
－

・
」
・
。

１２

１
７

嘉
永
六
年
間

却
．

安
政
六
年
間
万
麹
８
　
　
　
　
１

万
延
元
年
丁
竺

２

丁
棚

竺

３９

鼎
土
－

５
一
１

債

主

農
民

　
２
Ｈ
奉

７
７
３
奉

村
　
　
寺

一
商
土
武
士

’
１
■
　
　
　
　
　
　
１
■

・
・
竺
・

１

４

轟
丁

３

　
１
４
奉

１

２２

剥
鯉
　
・

２

１
２
９

３
奉
役

３
丁
紗

２
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
１
１

　
　
’

文
久
三
年
間
丁
麸

・
　
丁
竺
１

皿一
　
　
　
　
　
１

Ｌ
■
－
一

４

元
治
元
年
丁

１

慶
応
三
年
間

・
竺

ピ

ニ
ヨ
　
　
一

　
　
　
　
　
　
一

１

１

計
　
亙
麹
４
１

１２

，
二

一
２

－
一
丁
１
！
」
１

一
、
，
一
泰
■
一
■
…
…
■

蘂
丁
　
・

１

＝
ギ
，

∴
∴
鳳
一
９
一

３

ユ
　
　
　
　
４
一

罫
・
・
一

６
２

８

４

近
世
に
拍
け
る
畿
内
在
郷
商
人
の
高
利
貸
資
本
に
１
つ
い
て
（
足
立
）

－
簿
－
ｏ
◎
り
薗
十
撒
冷
○
ｏ
Ｎ
＋
鳶
尋
童
畠
溝
○
ｏ
ｇ
○
”
蟹
｛
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
（
五
七
一
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
三
八
（
五
七
二
）

更
に
借
用
証
文
の
内
容
、
金
額
等
を
知
る
た
め
に
文
化
年
間
に
お
け
る
借
用
証
文
を
あ
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
文
化
年
代
年
間
に
抽
け
る
借
用
証
文
一
覧
表

年
　
代

　
年
三
・

七
・

七
・

七
・

七
・

八
・

九
・

一
〇
・

月

二
一

二
一

二
一

二
一

二
一

二
一

二
一

二
一

質

物

下
畑
六
畝
二
十
歩

上
畑一
畝
　
三
歩

屋
敷
二
四
歩

翌
年
六
月
収

穫
の
菜
種

な
　
　
し

家
・
屋
敷

家
・
屋
敷

翌
年
収
穫

の
菜
種

右右右な家な

同同同し腎
，

し

文
書
標
題

「
預
リ
申
銀

子
の
事
」

「
右
　
同
」

「
右
同
」

「
借
用
申
銀

子
の
事
」

「
右
　
同
」

「
預
リ
申
銀

子
の
事
」

「
右

「
右

「
右

「
右

同
」

同
」

同
」

同
」

「
借
用
申
銀

子
之
事
」

「
右
同
」

内
　
　
容

銀
一
頁
目

銀
ニ
ハ
一
匁

四
分
一
厘

（
上
納
相
詰
）

銀
二
四
〇
匁

借
　
主

簑
一
撃
一

開
田
村

百
　
　
姓

馬
場
村

百
　
　
雄

馬
場
村

百
　
　
姓

勝
龍
寺
村

銀
一
〇
〇
匁
神
足
村

　
　
　
　
百
　
　
姓

銀
二
一
〇
匁
下
海
印
寺

　
　
　
　
村
百
雄

銀
二
二
〇
匁
馬
場
村

　
　
　
　
百
　
　
姓

　
　
　
　
下
海
印
寺

銀
二
一
〇
匁

　
　
　
　
村
百
姓

　
　
　
　
勝
龍
寺
村

銀
二
〇
〇
匁

　
　
　
　
百
　
　
姓

　
　
　
　
神
足
（
町
）

銀
三
五
〇
匁
百
　
　
姓

　
　
　
　
下
狛
村

銀
三
頁
目
　
（
村
全
体
）

貸
主

滴
屋
弥
兵
衛

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

年
　
　
代

一一
一一 １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
■■

１１

一
一

二
一

質
　
　
物

な
　
　
し

な
　
　
し

翌
年
収
穫

の
菜
種

右右右家

同同同督

家
・
星
敷

右
　
　
同

．
な
　
　
し

家
・
屋
敷

銀
集
講

半
　
　
数

角
囲
と
申

す
田
地

丈
書
標
題

「
預
り
申
金

子
之
事
」

「
証
券
」

「
預
リ
申
銀

子
之
事
」

「
借
用
申
金

子
之
事
」

、
「
債
用
申
銀

子
の
事
」

「
右
同
」

「
右
同
」

「
預
吻
申
金

子
之
事
」

「
預
リ
申
銀

子
の
事
」

「
有

「
右

「
右

「
右

同
」

同
」

同
」

同
」

内
　
　
容

金
三
歩

（
上
納
相
詰
）

銀
五
〇
〇
匁

銀
三
〇
〇
匁

（
上
納
相
詰
）

金
四
両

銀
四
〇
〇
匁

（
上
納
相
詰
）

銀
二
〇
〇
匁

（
上
納
相
詰
）

銀
五
〇
〇
匁

金
五
両

銀
五
〇
〇
匁

銀
八
○
匁

（
上
納
相
詰
）

銀
五
〇
〇
匁

（
上
納
相
詰
）

銀
五
〇
〇
匁
■

銀
二
貫
目

借
　
主

神
足
（
村
）

百
　
　
雄

観
音
寺

開
囲
村

百
　
　
姓

勝
龍
寺
村

百
　
　
姓

開
囲
村

百
　
　
姓

馬
場
村

百
　
・
姓

神
足
村

百
　
　
姓

久
貝
村

百
　
　
雄

久
貝
村

百
　
　
姓

神
足
村

村
百
姓

神
足
村

百
　
　
姓

神
足
村

百
　
　
姓

調
子
村

百
　
　
姓

貸
主１１１１１１１１１１〃一１１１１１１１１１１１１１１



、

ー
ノ

家
　
　
督

「
借
用
申
金
金
五
両

下
植
野
村

１
１

１

右
　
　
同

「
借
用
申
銀

子
之
事
」

百
　
　
姓

１
　
　
　
一

子
之
事
」

銀
三
〇
〇
匁

１
１

１
１

－
１

二
丁
二
一

翌
年
収
穫

「
借
用
申
金
金
五
両

神
思
（
町
一

１
／

１
’
一

有
　
　
同

「
借
用
申
金

（
上
納
相
詰
）

子
之
事
」

金
拾
両

神
昆
村

の
菜
種

子
之
事
」

百
　
　
姓

百
　
　
姓

！
１

１
１

右
　
　
同

「
借
用
申
銀

銀
ニ
ニ
○
匁

馬
場
村
１
１

１
１

な
’
　
し

「
借
用
申
銀

銀
一
貫
目

調
子
村

子
の
事
」

百
　
　
姓

子
の
事
」

百
　
　
姓

１
１

１
１

家
　
　
督

「
右
同
」

銀
七
二
匁
二

神
足
村
１
１

１
１

藪

分
五
厘

百
　
　
姓

一
反
五
畝

ー
ノ

銀
八
七
〇
匁

古
市
村

百
　
　
姓

１
１

１
１

中
畑
二
畝
九
歩

「
右
同
」

銀
三
二
匁

１
１

１
１

１
１

薮
一
町
余

１
１

銀
二
貫
匁

大
下
津
村

百
　
　
姓

１
１

ニ
ニ
・
二
一

翌
年
収
穫

「
借
用
申
金
金
一
両

下
植
野
村

の
菜
種

百
　
　
稚

１
１

一
四
・
二
一

家
　
　
督

１
１

銀
三
〇
〇
匁

神
足
村

子
之
事
」

百
　
　
姓

１
１

１
７

右
　
　
同

「
右
同
」

金
五
両

１
１

１
１

１
１

菜
　
　
種

１
１

銀
二
三
〇
匁

馬
場
村

百
　
　
姓

１
１

　
ホ
借
用
証
文
合
計
三
九
、
う
ち
担
保
の
あ
る
も
の
三
二
（
菜
種
ニ
ハ
、
家
・
屋
敷
五
、
家
督
五
、
土
地
五
、
講
銀
一
）
、
担
保
の
な
い
も
の
、
七
で

　
　
あ
る
。
叉
借
主
は
百
姓
三
七
、
村
一
、
寺
一
、
借
金
の
理
由
は
無
拠
？
た
め
三
二
、
上
納
の
た
め
七
、
で
苦
し
い
農
民
の
経
済
状
態
が
窺
わ
れ
る
。

　
な
お
質
奉
公
に
よ
っ
て
借
金
を
し
た
も
の
が
、
こ
の
外
に
七
通
も
あ
り
、
如
何
に
淋
屋
弥
兵
衛
が
高
利
貸
資
本
家
と
し
て
周
囲
の

村
々
の
農
民
の
上
に
君
臨
し
、
こ
れ
を
隷
属
せ
し
め
て
い
た
か
、
叉
農
民
の
経
済
生
活
が
困
窮
を
音
げ
、
如
何
に
零
細
農
化
し
、
没
落

の
運
命
を
辿
っ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
今
、
文
化
年
間
に
お
け
る
質
物
奉
公
を
あ
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
丈
化
年
間
の
質
奉
公
一
覧
表

年
　
　
代

八
・

八
・

一
二

一
二

奉
公
人

か寅

ち吉

年
令

不不

明明

性
別

媛男

期
　
　
間

一
年
六
ケ
月

三
　
　
年

奉
公
の
理
南

「
上
納
相
詰
リ
」

「
無
　
　
拠
」

給
金
及
　
ぴ
条

件

銀
一
二
二
匁

銀
一
〇
〇
匁
、
布
子
一
、
単
衣
一

（
正
月
・
七
月
両
度
に
）
親
元
せ
ん
た
く

親
権
者

近
性
に
お
け
る
畿
内
在
郷
商
人
の
高
利
貸
資
本
に
つ
い
て
（
足
立
）
。

神
足
村
勘
右
衛
門

上
檀
野
村

嘉
右
衛
門

三
九
（
五
七
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
策
五
・
六
号
）

九
・
二
一

．
作
　
七

不
　
明

男

六
　
ケ
　
月

「
上
納
相
詰
サ
」

銀
一
〇
〇
匁

一
〇
・
一
一

よ
　
つ

不
　
明

娠

一
　
　
年

「
上
納
相
詰
り
」

銀
二
二
〇
匁

銀
ニ
ニ
○
匁

一
〇
・
　
九

清
吉

一
四
歳

男

八
　
　
　
年

「
上
納
相
詰
り
」

縞
入
一
、
単

に
．
す
る
）
せ

二
・
一
一

徳
太
郎

不
　
明

男

借
金
の
返
済

閏
来
る
迄

「
上
納
相
詰
り
」

銀
二
〇
〇
匁

一
四
・
二
一

か
　
ち

不
　
明

媛

一
　
ケ
　
年

１
無
　
　
拠
」

銀
一
〇
〇
匁

囚
○
（
五
七
四
）

銀
一
〇
〇
匁

銀
二
二
〇
匁

銀
ニ
ニ
○
匁
せ
ん
た
く
料
五
〇
匁

　
　
　
単
衣
一
、
　
（
正
月
、
七
月
両
度

に
■
す
る
）
せ
ん
た
く
（
親
元
）

銀
二
〇
〇
匁

銀
一
〇
〇
匁

神
足
村

　
作
右
衛
門

古
市
村

　
利
　
　
八

神
足
村

　
平
右
衛
門

神
足
村

　
百
　
　
姓

神
足
村

　
勘
右
衛
門

更
に
各
年
代
に
お
け
る
奉
公
人
の
使
用
状
況
を
統
計
す
る
と
凡
そ
次
の
如
く
ノ
し
あ
る
。

（
残
存
証
丈
に
よ
る
）

期
　
　
　
間

性

年
代

人
数

。
引
年
一
四
刊
年
計
年

二
年

以
上

男

寛
政

二

○

○

一

一

一

丈
化

七

六

○

一

○

四

丈
政

五

二

○

○

三

四

天
保

三

○

○

一
一

一

三

ｕ易女一三一
〇

弘
化

一
一

一
〇

一

○

○

一

○

嘉
永

一
〇

四

二

四

○

六

四

安
政

二

一

○

一

○

二

○

丈
久

一

一

○

○

○

○

一

慶
応

一
－

○

一

○

○

○

一

一
「
　
　
　
ヨ
ヨ
…
１
　
　
　
　
　
　
　
，
Ｉ
ｌ
，
■
１
－
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
－

　
こ
れ
等
は
経
済
的
に
行
き
詰
っ
た
百
姓
達
が
金
を
借
り
、
ン
、
の
返
済
を
ば
年
季
質
奉
公
に
よ
っ
た
わ
け
で
、
油
屋
は
実
に
安
価
極

ま
る
多
く
の
下
人
労
働
力
を
使
用
し
て
ン
、
の
家
業
た
る
、
絞
淋
、
売
薬
、
米
穀
販
売
及
び
高
利
貸
等
の
諸
商
売
を
経
営
し
、
莫
大
な

る
利
潤
を
獲
得
し
た
Ｏ
で
あ
り
、
更
に
叉
手
作
農
業
生
睦
や
戎
は
白
給
用
の
梼
織
、
其
Ｏ
他
○
雑
用
に
使
用
し
た
○
で
あ
る
。
多
く

奉
公
人
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
一
日
に
一
斗
の
飯
米
（
麦
を
除
い
て
）
が
消
費
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
で
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
、



　
僅
か
な
安
い
給
銀
の
前
貸
で
も
っ
て
廉
価
な
労
働
力
を
確
保
し
、
搾
取
し
た
の
で
あ
る
。

し
て
見
－
落
す
事
は
出
来
な
い
。
ン
、
の
実
例
を
二
、
三
ひ
ろ
っ
て
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

ぺ
、
～
、
．
工
か
．
、
ガ
．
パ
，
．
王
、
、
　
．
備
　
　
　
　
　
考

姦
董
、
７
吉
一
丸
十
二
年
一
二
・
・
匁
房
茸
材
艶
肇
幹
薄
ゲ
疑
驚
竿
換
‘
ソ
ー
｛
残

寛
政
青
一
鮒
丸
八
ケ
年
二
・
・
土
驚
琢
気
蓄
嘗
七
五
匁
ほ
さ
、
ら
け
年
ぷ
戊
！

こ
の
搾
取
に
お
け
る
資
産
の
増
殖
は
決

力
化
一
〇

　
　
　
九

辞
竺
丸
八
ケ
年

一
八
・
匁
尋
鍾
糞
警
靖
脇
脈
駐
烹
腋
の
一
薄
虞
薫
註
ら
。
仰

三
、
高
利
貸
の
担
保
物
件
と
そ
の
内
容

（
一
）
　
菜
種
を
担
保
に
し
た
場
合

　
如
何
な
る
担
保
物
件
と
内
容
に
よ
っ
て
近
郷
の
農
氏
に
貸
付
を
行
い
、
貸
付
資
本
家
と
し
て
こ
の
地
方
に
君
臨
す
る
に
至
っ
た
か

を
見
る
に
、
最
も
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
担
保
物
は
家
業
の
搾
油
原
料
た
る
菜
種
で
あ
る
。
こ
れ
は
視
年
の
六
月
に
収
穫
を
予
想

さ
れ
る
菜
種
を
質
物
に
し
て
年
末
に
金
を
貸
付
け
る
場
合
で
あ
っ
て
、
前
揚
の
借
用
証
文
統
計
表
に
お
け
る
如
く
合
計
五
三
通
に
及

ん
で
い
る
。
殊
に
、
文
化
一
六
、
文
政
四
、
嘉
永
七
、
安
政
一
七
、
（
外
に
役
所
御
用
銀
ニ
ニ
）
の
頃
が
最
も
盛
に
こ
の
方
法
に
よ
っ
て

貸
付
が
行
わ
れ
た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
利
息
は
大
体
月
一
分
ノ
し
あ
ま
り
高
い
も
の
で
な
か
っ
た
ら
し
い
が
、
な
か
に
は
月
一
割
と
い
う
高
利
な
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
だ
け
に
菜
種
を
中
心
と
す
る
農
村
の
流
通
経
済
が
発
達
し
、
農
民
達
の
貨
幣
収
入
に
と
っ
て
、
菜
種
が
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
地
方
に
お
け
る
唯
一
人
の
農
村
工
業
者
と
し
て
盛
に
活
躍
せ
る
湘
屋
弥
兵
衛
を
中
心
に
し
て
近
郷

　
　
近
植
に
拍
け
る
畿
内
在
郷
屑
人
の
高
利
貸
資
本
匡
つ
い
て
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賜
一
（
五
七
八
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
、
　
　
　
’
　
　
　
　
’

　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
・
犬
督
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
四
！
（
五
七
六
）

の
農
氏
達
は
菜
種
の
栽
培
に
熱
中
し
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
価
格
相
場
の
騰
落
は
農
民
を
し
て
二
暑
一
憂
せ
し
め
、
農
民
の
貧
富
を
形

成
す
る
重
要
な
条
件
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
叉
畿
内
に
お
け
る
農
氏
の
商
業
的
農
業
経
営
の
特
質
を
見
る
こ
と
が
出
来

る
と
同
時
に
、
他
面
か
か
る
菜
種
１
１
商
品
的
作
物
生
産
に
対
し
、
こ
れ
を
担
保
に
金
を
利
貸
し
、
廉
価
な
絞
油
原
料
の
確
保
と
、
そ

の
相
場
の
支
配
権
を
握
り
、
確
実
且
つ
莫
大
な
利
潤
を
図
っ
た
在
郷
の
富
商
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
↑
Ｄ
　
役
所
御
用
銀
の
貸
付
１
１
公
金
利
貸
の
場
合
、
こ
れ
は
絞
油
屋
惣
代
を
介
し
て
御
用
銀
を
借
り
受
け
、
之
を
農
民
に
利
貸
し
、

低
当
に
菜
種
、
家
財
道
具
を
入
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
安
政
年
代
二
二
通
、
万
延
年
代
九
通
、
文
久
年
代
二
通
、
合
計
三
三
通
現

存
し
て
い
る
。
そ
の
実
情
を
示
す
も
の
と
し
て
次
に
証
文
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
奉
預
御
金
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
入
用
節
ハ
何
時
二
而
茂
元
利
都
合
仕
急
度
皆
納
可
仕
侯
万
一
不
足
仕

一
合
銀
　
宅
貫
六
拾
匁
也
　
　
　
　
但
利
息
一
分
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
候
節
且
進
滞
仕
リ
侯
ハ
ハ
如
何
様
呂
御
坂
立
昌
御
成
侯
共
毛
頭
申
分
無

　
右
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
座
侯
為
後
日
之
御
金
証
文
仰
而
如
件

御
役
所
様
御
用
銀
西
岡
搾
油
屋
へ
引
請
之
内
書
面
之
銀
高
憧
二
奉
預
候
　
　
　
　
万
延
元
年
庚
申
十
月
　
　
　
　
　
　
　
東
土
川
村

処
実
正
明
白
也
返
納
之
義
者
来
酉
年
六
月
晦
限
二
無
禰
違
返
納
可
仕
侯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
預
主
　
百
姓
　
彦
兵
衛
＠

則
為
右
引
当
者
我
筆
作
置
菜
種
不
残
差
入
置
可
申
間
菜
種
に
而
御
引
取
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
藤
右
衛
門
圃

二
御
成
候
共
又
金
子
二
而
茂
其
許
御
勝
手
次
第
返
納
可
仕
候
若
其
許
臨

　
と
あ
り
、
利
息
は
月
一
分
で
あ
る
、
利
子
と
し
て
高
利
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
、
こ
の
点
に
関
し
、
古
島
敏
雄
氏
は
そ
の
著

「
寄
生
地
主
制
の
生
成
と
展
開
」
七
二
頁
に
お
い
て
同
じ
東
土
川
村
の
百
姓
に
役
所
御
用
金
の
貸
付
を
行
っ
た
油
屋
辻
市
郎
右
衛
門

氏
の
例
を
あ
げ
て
「
前
貸
は
月
一
割
の
利
息
を
つ
け
、
抵
当
に
菜
種
、
家
財
道
具
を
入
れ
て
い
る
」
と
秘
論
づ
け
て
い
る
が
、
御
用

金
貸
付
の
利
息
月
一
割
の
場
合
は
む
し
ろ
異
例
中
の
異
例
ノ
・
月
一
分
の
場
合
が
普
通
で
は
な
か
っ
た
か
し
し
か
も
百
島
氏
は
こ
の
前



貸
金
の
貸
付
先
の
分
布
を
見
る
時
「
各
油
屋
の
取
引
先
に
多
少
の
統
制
が
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
」
と
い
っ
て
い
る
が
次
の
様

な
立
場
か
ら
私
は
こ
れ
を
否
定
し
た
い
。

　
御
役
所
御
用
金
と
い
う
公
金
的
な
性
質
か
ら
し
て
そ
の
利
息
も
当
然
一
様
に
統
制
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
年
代
的
に
僅
か
に
二

年
の
前
後
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
同
じ
村
の
百
姓
に
月
利
息
一
割
の
恐
る
べ
き
金
利
差
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
叉
古
島
氏
が
預
り
主
に

東
土
川
村
の
百
姓
を
あ
げ
て
い
る
が
、
油
屋
弥
兵
衛
の
資
料
の
中
に
同
じ
東
土
川
村
の
百
姓
の
預
り
主
が
二
通
出
て
来
る
こ
と
と
に

よ
っ
て
、
簡
単
に
前
貸
金
の
分
布
の
み
で
分
布
先
に
統
制
が
あ
っ
た
と
速
断
出
来
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
利
息
は
月
一
分
が
妥

当
な
梢
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
自
已
資
金
の
利
貸
を
行
っ
た
借
用
証
文
が
安
政
年
間
に
三
六
通
あ
り
、
ン
、
○
う
ち
利
息
の
記
載
さ
れ
た

も
の
は
十
八
通
あ
り
、
そ
の
十
六
通
が
何
れ
も
月
一
分
で
あ
る
こ
と
よ
り
明
ら
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
（
他
は
利
息
が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
）
、
今
、
各
年
代
に
お
け
る
利
息
の
明
記
さ
れ
た
借
用
証
文
に
つ
い
て
そ
の
利
息
を
統
計
し
て
見
る
と
凡
そ
次
の
如
く

で
あ
る
。

　
　
Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
統
計
表
か
ら
考
え
て
も
月
一
割
と
い
う
が
如
き
利
息
は
僅
か
二
通
あ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、

　
　
禾
息
統
計
表

一
　
　
一
　
　
一
　
ｉ
　
　
■
』
　
　
１
，
　
　
－
－
一
■
　
　
，
ｉ
　
　
　
　
　
　
－
　
１
　
一
　
　
｛

年
代

利
息
一
枚
数

丈
政

月
三
分
五
尽
　
一

天
保

月
八
朱
　
一
一

嘉
永

　
　
　
　
　
■
月
一
割
　
　
一
　
二

』

１

１
１

１

”
一
一
柵
∴

安
政

　
　
　
　
　
１
月
一
分
　
　
一
ニ
ハ

『

１
１

月
六
厘
　
　
一
　
一
　
　
　
　
　
－

近
世
に
拍
け
る
畿
内
在
郷
蘭
人
の
高
利
貸
資
本
に
つ
い
て
（
足
立
）

こ
れ
は
特
別
の
場
合
の
利
息
で
あ
っ
て
普
通
は
月
一
分
前
後
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
、

公
金
の
み
で
自
已
資
金
の
利
貸
に
お
け
る
利
息
を
少
し
も
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
古
島
氏
の
断
定

は
以
上
の
理
由
に
よ
っ
て
否
定
せ
ざ
ろ
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
○
　
自
己
資
金
の
利
貸
の
場
合

　
こ
れ
は
菜
種
を
担
保
物
に
し
て
自
已
所
有
の
現
金
む
利
貸
す
る
場
合
で
五
三
通
が
現
存
し
て
お

り
、
こ
の
方
法
に
よ
る
貸
付
が
最
も
多
い
（
前
掲
の
借
用
証
文
統
計
表
参
照
）
。
こ
の
実
例
と
し
て
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
（
五
七
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）

容
の
変
っ
た
も
の
を
一
、
二
例
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

ｃ
Ｄ
　
菜
種
に
よ
る
十
ケ
年
年
賦
返
済
の
証
文

　
　
借
用
申
金
子
之
証
札

一
金
拾
両
也

　
右
之
金
子
此
度
我
等
居
宅
建
立
致
候
二
付
借
受
申
候
処
実
正
明
白
也

然
ル
上
者
返
済
之
儀
者
当
卯
年
よ
り
来
子
年
迄
拾
ケ
年
之
間
植
付
菜
種

ヲ
以
勘
定
可
仕
候
許
容
被
下
処
存
候
右
年
限
；
不
拘
精
女
菜
種
作
付
急

度
元
利
共
勘
定
相
立
可
申
侯
若
年
限
二
相
成
勘
定
難
閏
来
時
又
者
年
限

申
本
人
不
善
之
義
有
之
候
者
請
人
之
者
共
罷
閏
早
々
右
家
売
払
ひ
代
銀

ヲ
以
勘
定
仕
共
許
殿
へ
毛
頭
難
儀
相
懸
申
間
敷
候
為
後
目
借
用
証
文
侃

而
如
件

　
　
安
政
二
年
乙
卯
正
月
　
　
　
　
借
用
主
　
神
足
村
　
九
郎
兵
衛
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伜
　
与
　
吉
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
類
請
人
　
　
　
市
兵
衛
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
人
　
善
左
衛
門
＠

　
　
油
屋
弥
平
殿

側
　
担
保
が
爽
種
で
利
息
が
「
こ
や
し
」
の
証
丈

　
　
　
借
用
申
銀
子
之
事

（
二
）
　
米
を
担
保
に
し
た
場
合

四
四
（
五
七
八
）

一
銀
　
三
百
目
也
　
　
　
　
　
　
　
　
但
利
息
月
一
分
也

右
之
銀
子
此
度
御
上
納
に
差
詰
り
借
用
申
候
実
正
也
返
済
之
儀
者
当
時

植
付
在
候
田
畑
之
菜
種
ヲ
以
テ
来
ル
午
年
七
月
十
巨
限
＝
兀
利
と
も
急

度
勘
定
可
仕
候
万
一
本
人
限
月
二
相
成
勘
定
相
立
不
申
か
或
者
不
渕
之

義
閏
来
仕
皆
済
不
仕
候
節
者
加
判
之
我
等
銀
子
相
弁
元
利
共
勘
定
仕
其

許
殿
江
一
切
難
渋
相
懸
申
間
敷
為
後
Ｒ
借
用
証
券
価
而
如
件

　
　
安
政
四
年
已
極
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
龍
寺
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
借
用
人
　
　
　
　
　
　
長
右
衛
門
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
　
人
　
　
　
　
　
　
忠
左
衝
門
働

　
　
神
足
村

　
　
　
滴
星
弥
平
殿

　
但
し
外
に
こ
や
し
三
荷
宛
毎
月
無
遅
滞
為
利
銀
差
入
可
申
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
右
衛
門
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
左
衛
門
＠

＊
こ
の
証
丈
は
下
書
き
し
た
紙
と
共
に
あ
り
、
滴
屋
弥
平
が
書
い
て
借

　
主
、
請
人
に
捺
印
せ
し
め
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
他
の
借
用
証
丈
も

　
同
様
の
捗
式
を
と
つ
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　
米
を
担
保
に
し
て
利
貸
を
行
っ
た
証
文
は
全
部
ノ
し
一
〇
通
あ
る
。
ン
、
し
て
こ
れ
は
収
穫
さ
れ
た
薪
米
を
担
保
に
し
た
も
の
一

に
米
を
担
保
に
し
た
も
の
七
、
上
納
米
を
担
保
に
し
た
も
の
二
、
に
類
別
さ
れ
る
。

、
単



帥
　
米
を
担
保
に
し
た
場
合
の
例

　
　
借
用
申
金
子
之
事

一
金
拾
六
両
也

右
之
金
子
今
度
無
拠
入
用
二
付
憐
３
借
用
申
候
処
実
正
朋
白
也
則
為
引

当
米
拾
五
石
差
入
置
申
候
尤
返
済
之
義
者
来
辰
年
三
月
晦
目
限
急
度
無

相
違
返
弁
可
仕
侯
万
一
限
月
呂
相
成
金
子
相
調
不
申
侯
ハ
バ
右
引
当
之

米
御
売
抵
可
被
下
候
其
節
一
言
申
間
敷
候
侃
証
文
如
件

　
　
天
保
二
年
卯
極
月
三
目
　
　
　
　
　
　
　
勝
龍
寺
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
兵
衛
＠

　
　
　
滴
　
屋

　
　
　
　
弥
平
衛
殿

　
前
書
引
当
米
拾
五
眉
私
土
蔵
二
憧
預
リ
置
申
侯

善
兵
衛
＠

榊
　
上
納
米
を
担
保
に
し
た
場
含
の
例

　
　
借
用
申
銀
子
之
事

合
銀
七
百
五
拾
同
也

右
之
銀
子
ハ
七
条
殿
常
用
二
入
用
呂
付
我
筆
憧
二
借
用
申
処
実
正
明
白

也
尤
返
済
之
儀
者
来
ル
十
一
月
晦
目
切
リ
御
殿
御
上
納
米
ヲ
以
元
利
共

返
済
可
申
候
尤
成
藩
候
ハ
バ
印
形
者
共
よ
リ
急
度
返
済
可
申
候
為
後
巨

借
用
証
依
雨
如
件

　
　
天
保
八
丁
丙
年
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
星
　
　
歌
兵
衛
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
寄
　
喜
兵
衛
＠

　
　
　
油
　
屋

　
　
　
　
菰
兵
衛
殿

四
　
は
上
納
銀
に
困
っ
て
「
村
」
自
体
が
油
屋
か
ら
金
を
借
り
た
場
合
ノ
し
、
借
主
が
村
役
人
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き

点
で
あ
る
。

（
三
）
　
予
想
さ
れ
る
収
入
金
を
担
保
に
し
た
場
合

帥
　
上
納
銀
を
担
保
に
し
た
場
合
の
例

　
　
　
借
用
申
金
子
之
事
　
　
　
　
　
。

合
金
　
四
両
也

一
右
者
先
納
銀
二
憧
；
借
用
申
候
実
正
明
白
也
返
済
之
儀
ハ
当
年
御
上

納
…
而
差
引
御
勘
定
致
候
個
而
如
件

　
　
　
近
杜
に
お
け
る
畿
内
在
郷
商
人
の
蔦
利
貸
資
本
に
つ
い
て
（
足
立
）

安
政
三
年
辰
三
月
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
借
周
人

　
菰
兵
衛
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
太
郎
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
（
五
七
九
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
（
五
八
○
）

　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
．
六
号
）

．
こ
の
要
奮
領
主
馨
の
嚢
と
先
年
貢
に
苦
し
む
養
の
馨
生
活
の
祭
発
量
来
る
と
同
時
に
、
か
か
る
窮
乏
の
間
隙

裏
じ
て
高
利
纂
本
の
農
村
浸
透
が
行
荒
、
在
郷
の
墓
が
そ
の
支
配
権
を
握
つ
て
行
く
過
蒙
暑
れ
る
の
麦
る
。

い
　
講
銀
を
担
保
に
し
た
場
合
の
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
候
為
後
目
之
銀
子
借
用
証
文
如
個
而
件

　
　
　
預
リ
申
銀
子
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
化
十
一
年
戊
極
月

一
合
銀
五
百
目
也

か
季
窪
無
驚
姦
借
用
巽
実
正
習
菱
弁
姦
　
　
あ
ぶ
ら
屋
　
　
　
　
半
右
衛
門
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
兵
衛
殿

者
来
寅
十
一
月
晦
目
限
元
利
共
急
度
返
済
可
申
侯
尤
為
引
当
馬
場
村
銀

案
議
半
数
差
入
申
候
右
落
札
仕
候
ハ
バ
限
月
不
抱
御
引
取
御
勘
定
可
被

（
四
）
　
絵
画
、
書
籍
を
担
保
に
し
た
場
合

↑
Ｄ
　
絵
画
を
担
保
に
し
た
場
合
の
例

　
　
　
預
リ
申
金
子
之
事

一
金
四
両
壱
歩
也
　
　
　
　
　
　
　
　
但
利
息
月
壱
分
也

右
之
金
子
此
匿
無
拠
要
用
…
付
借
用
申
候
処
実
正
也
返
済
之
義
者
来
申

四
月
晦
目
限
＝
兀
利
と
も
急
度
皆
済
可
仕
候
則
為
引
当

　
中
林
竹
洞
　
　
淵
明
還
荘
図
一
幅
　
　
箱
入

右
軸
物
差
入
申
置
候
間
万
一
限
月
；
相
成
金
子
調
達
閏
来
不
申
候
ハ
バ

回
　
書
籍
を
担
保
に
し
た
場
合
の
例

　
　
　
証
　
　
札

一
合
金
三
拾
両
也

此
晶
物
共
許
殿
へ
御
引
取
可
被
成
侯
英
節
一
言
も
違
乱
申
間
敷
侯
為
後

証
一
札
個
而
如
件

　
　
安
政
六
年
己
未
十
一
月

　
　
　
神
足
町

　
　
　
　
滴
屋
弥
兵
衛
殿

伏
見
大
阪
町

亀
屋
半
兵
衛
＠

右
之
金
子
我
等
商
用
；
付
借
用
申
候
処
実
正
也
返
済
之
義
者
来
五
月
廿

目
限
二
急
匿
無
相
違
元
利
と
も
勘
定
可
－
仕
候
万
一
限
月
二
相
成
候
而
勘



定
可
仕
候
若
不
履
之
儀
等
串
来
候
ハ
バ
所
持
之
書
籍
不
残
御
引
取
可
被
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
豫
屋
　
新
介
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
足
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妻
＠

下
候
も
其
時
二
膏
も
違
言
申
間
敷
候
為
後
証
一
札
侃
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
油
星
爺
平
殿

　
　
　
元
治
二
年
乙
丑
四
月
　
　
　
　
　
　
借
用
人
　
向
亘
町

　
こ
の
よ
う
に
絵
画
、
書
籍
等
を
担
保
に
利
貸
を
行
つ
た
こ
と
は
、
他
方
で
多
く
の
書
籍
、
骨
董
類
を
購
入
し
、
そ
の
書
庫
ま
で
所

有
し
て
い
た
事
実
と
併
せ
考
え
る
時
、
油
屋
弥
兵
衛
は
単
に
資
産
の
増
殖
に
憂
身
を
や
つ
す
と
い
う
が
如
き
商
人
で
は
な
く
、
高
い

教
養
と
趣
味
に
心
を
用
い
た
人
物
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
う
な
づ
か
れ
る
の
で
あ
る
。

（
五
）
　
不
動
産
を
担
保
に
し
た
場
合

　
こ
の
場
合
の
不
動
産
に
は
家
、
屋
敷
、
田
畑
、
家
督
等
が
あ
り
、
土
地
の
場
合
四
一
通
、
家
、
屋
敷
の
場
合
一
〇
通
、
家
督
の
場

合
五
通
、
建
物
四
通
、
と
い
う
割
合
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
注
目
す
べ
き
例
を
二
、
三
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

↑
Ｄ
　
家
督
を
担
保
と
せ
る
例

　
　
　
借
用
申
銀
子
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
達
仕
ら
ぱ
家
督
売
払
以
代
銀
急
度
返
弁
可
申
候
為
後
目
之
借
用
証
丈

一
銀
七
拾
弐
匁
弐
分
五
厘
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
個
而
如
件

右
之
銀
子
無
拠
要
用
二
付
憧
借
用
申
処
実
正
明
白
也
然
上
返
弁
之
儀
者
　
　
　
　
　
文
化
十
弐
年
亥
極
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
兵
　
衛
圃

来
子
年
三
月
節
句
限
二
元
利
共
急
度
返
弁
可
申
候
万
一
限
月
二
相
成
不
　
　
　
　
　
　
油
星
弥
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
こ
こ
に
質
物
が
家
、
屋
敷
ノ
し
な
く
家
督
と
あ
る
の
は
、
当
時
の
封
建
杜
会
に
最
も
重
要
視
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
相
続
す
べ
き
家
の
跡

、目
を
借
金
の
抵
当
に
入
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
若
し
返
済
不
可
能
の
場
合
は
絶
家
没
落
倒
産
の
運
命
に
お
か
れ
る
の
で
あ

り
、
借
主
に
と
っ
て
は
全
く
絶
対
絶
命
的
な
担
保
物
件
で
あ
っ
た
に
違
な
い
。
か
か
る
借
金
に
よ
っ
て
没
藩
し
、
行
方
知
れ
な
く
な

っ
た
農
氏
も
多
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　
　
近
世
に
拍
け
る
畿
内
在
郷
商
人
の
高
利
貸
資
本
に
つ
い
て
（
昆
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
（
五
八
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巷
・
第
五
．
六
号
）

阿
　
担
保
家
屋
の
家
賃
を
徴
収
す
る
例

　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

一
金
三
両
也

右
之
金
子
此
度
無
拠
要
用
昌
付
借
用
申
侯
処
実
正
也
則
為
引
当
居
宅
差

入
置
申
候
返
済
之
義
者
来
戊
十
月
晦
日
限
二
元
利
共
相
調
勘
定
可
仕
侯

月
々
為
家
賃
金
壱
朱
宛
無
相
違
差
入
可
申
若
壱
ケ
月
二
而
茂
差
入
不
申

候
ハ
バ
其
節
加
判
之
者
早
遠
罷
出
居
宅
売
払
代
銀
ヲ
以
勘
定
仕
貴
殿
へ

　
担
保
に
差
入
れ
た
居
宅
か
ら
家
賃
を
徴
収
し
た
の
で
あ
る
。

る
と
い
う
き
び
し
い
貸
借
の
訴
文
、
で
あ
る
。

（
六
）
　
無
担
保
，
で
請
判
人
を
お
い
て
い
る
場
合

四
八
（
五
八
二
）

少
茂
損
難
等
相
掛
申
間
敷
候
依
而
以
連
印
差
入
申
一
札
如
件

丈
久
元
年
丙
十
一
月

　
滴
屋
弥
平
殿

神
足
村
　
嘉
平
次
ゆ

円
明
寺
村
　
　
佐
右
衛
門
ゆ

申
嶋
村
　
半
兵
衛
＠

そ
の
家
賃
が
壱
ヶ
月
で
も
遅
れ
た
場
合
は
屠
宅
を
売
払
つ
て
勘
定
す

こ
註
所
謂
窪
人
を
つ
く
一
て
貸
付
け
た
場
合
で
そ
の
数
嘉
め
て
多
く
六
二
通
に
の
ぽ
つ
て
い
る
。
但
し
武
士
に
貸
付
け
る

場
合
は
釜
人
を
た
て
て
い
な
い
。
今
無
担
讐
姦
の
貸
付
を
行
つ
た
も
の
の
例
と
し
て
は
次
の
如
童
の
窒
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
薩
二
年
寅
六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
　
蔵
　
＠

　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滴
屋
爺
平
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
左
衝
門
　
ゆ

一
金
弐
百
両
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
兵
衛
働

右
者
此
度
無
拠
入
用
昌
付
借
用
申
候
所
実
正
也
返
済
之
儀
者
九
月
晦
旦

限
３
無
相
違
元
利
共
急
度
勘
定
可
仕
候
為
後
日
借
用
証
札
価
而
如
件

四
、
貸
付
け
先
と
油
屋
の
勢
力

）イ（

一
般
農
民
に
貸
付
け
た
場
合



　
全
部
で
一
八
八
通
を
算
し
最
も
多
い
。
そ
し
て
こ
の
貸
付
が
や
が
て
村
友
に
お
け
る
貧
窮
農
昆
の
家
、
匿
敷
、
田
畑
の
兼
併
と
な

り
、
油
屋
が
大
地
主
に
成
長
し
て
い
く
重
要
な
一
条
件
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
、

四
商
人
に
貸
付
け
た
場
合

　
合
計
八
通
あ
り
・
更
に
在
郷
商
人
に
貸
付
け
た
場
合
と
大
阪
、
京
都
の
商
人
に
貸
付
け
た
場
合
と
に
分
か
れ
る
。
前
揚
の
「
書
籍

を
担
保
に
し
て
貸
付
け
た
場
合
」
は
在
郷
商
人
た
る
向
日
町
の
伊
予
屋
新
介
に
貸
付
け
た
の
で
あ
つ
て
、
前
者
に
あ
た
り
、
後
者
の

場
合
は
次
の
如
き
証
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
借
用
申
金
子
証
文
之
事

　
　
一
金
三
拾
八
両

右
之
金
子
我
筆
業
用
仕
入
金
二
差
麦
借
用
致
則
金
子
憧
３
請
取
申
候
処

，
実
正
也
然
ル
上
返
済
方
之
儀
者
来
ル
寅
年
よ
リ
壱
ケ
年
金
六
両
づ
つ
盆

暮
両
度
３
相
納
都
合
六
ヶ
年
半
ニ
ロ
以
無
相
違
皆
返
済
致
可
申
候
万
一

壱
ケ
度
ニ
テ
モ
和
滞
候
ハ
バ
元
金
高
を
如
何
様
御
取
立
可
被
成
候
共
其

節
一
言
之
申
分
無
御
座
候
為
後
目
借
用
証
文
依
而
如
件

嘉
永
六
年
丑
八
月

神
足
村

油
屋
弥
兵
衛
殿

　
　
大
阪
大
津
町

質
屋
　
　
佐
右
衛
門
ゆ

　
　
大
阪
北
華
屋
町

紀
伊
国
屋
　
　
九
郎
兵
衛
＠

（
ハ
）
　
寺
院
及
び
村
に
貸
付
け
た
場
合

　
寺
院
に
貸
し
た
場
合
は
合
討
一
一
逝
あ
り
、
信
仰
組
織
に
於
て
も
池
屋
弥
兵
衛
が
経
済
的
な
面
で
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
勢
力
を
持
ち
、

こ
れ
を
左
有
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
　
　
借
用
申
銀
子
之
薯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
者
淀
先
年
常
住
江
衛
預
銀
也
今
般
改
革
二
付
当
院
旧
借
振
替
．
一
相
成

　
合
銀
九
貫
目
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
依
而
当
院
江
債
用
申
処
実
正
也
然
ル
上
者
年
友
銀
三
百
匁
宛
三
拾
ケ
年

　
　
　
近
世
に
．
お
け
る
畿
内
在
郷
商
人
の
高
利
貸
資
本
に
つ
い
て
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
（
五
八
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’



　
　
立
命
駄
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）

二
無
相
違
返
弁
可
申
侯
為
後
証
差
入
申
処
書
個
如
件

　
天
隼
四
年
癸
卯
士
月
　
　
三
秀
院
納
所
完
蔵
主
＠
　
　
岡
本
弥
兵
衛
殿

　
次
に
村
全
体
に
貸
付
け
た
も
の
は
合
計
一
〇
通
あ
り
、
こ
の
場
合
の
借
主
は
村
役
人
に
な
つ
て
い
る
。

　
　
　
借
用
申
銀
子
之
事

一
合
銀
五
百
匁
也

右
之
銀
子
今
度
無
拠
橡
方
入
用
二
付
憧
３
債
用
申
処
実
正
也
然
ル
上
返

済
之
臨
者
其
許
御
入
用
次
第
何
時
…
而
も
返
弁
可
申
候
尤
為
利
息
壱
ケ

年
こ
米
七
斗
五
升
宛
毎
年
十
二
月
廿
巨
限
；
差
入
可
申
候
為
後
目
銀
子
　
　
　
　
　
　
神
足
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滴
星
弥
兵
衛
殿

借
用
一
札
依
而
如
件

（
二
）
　
武
士
階
級
に
貸
付
け
た
場
合

五
〇
（
五
八
四
）

　
口
□
院
納
所

罵
場
村

　
庄
星

　
年
寄

　
惣
代

口
定
座
＠

久
右
衛
門
＠

元
右
衛
門
圃

源
兵
衛
＠

、

支
配
者
た
る
武
士
嘉
済
的
に
は
油
屋
弥
兵
衛
の
一
則
窟
芸
る
を
婁
か
つ
た
の
で
雲
。
武
士
に
貸
し
た
証
意
合
計
四
通

見
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
違
急
度
返
弁
可
申
侯
為
後
日
借
用
証
文
個
而
如
件

　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
保
十
六
乙
巳
年
七
月
　
　
　
　
　
　
　
宇
固
貞
造
＠

　
一
金
子
三
両
也

右
要
用
二
付
借
用
申
候
処
実
正
也
返
済
之
儀
ハ
来
午
年
九
月
限
；
無
相
　
　
　
　
　
　
岡
本
弥
兵
衛
殿

　
借
主
の
宇
田
貞
造
は
武
士
に
し
て
、
そ
の
子
孫
は
今
に
存
続
し
て
い
る
。

（
ホ
）
　
高
利
貸
に
ょ
る
領
主
経
済
の
圧
倒

　
油
屋
弥
兵
衛
の
高
利
貸
資
本
は
遂
に
領
主
の
経
済
に
迄
侵
入
し
、
遂
に
は
こ
れ
を
圧
倒
し
、
支
配
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
今

そ
の
実
例
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。



　
　
　
証
　
　
札
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
延
元
年
十
二
月
廿
一
日

一
金
二
十
五
両
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
子
筑
後
介
　
＠

右
者
無
拠
入
用
昌
付
此
度
滴
星
氏
二
而
衛
借
入
被
下
正
二
致
借
用
侯
返
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
人
百
姓
　
左
兵
衛
＠

金
之
義
者
来
ル
正
月
晦
目
限
返
済
可
申
候
万
一
右
日
限
遅
滞
閏
来
侯
ハ
　
　
　
　
　
　
当
村

バ
来
ル
七
月
晦
冨
；
者
無
相
違
返
済
可
致
侯
為
後
証
如
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
郎
兵
衛
殿

　
こ
れ
は
六
郎
兵
衛
が
調
子
村
領
主
の
調
子
筑
後
介
の
た
め
に
油
屋
弥
兵
衛
か
ら
金
子
二
十
五
両
を
借
り
入
れ
て
更
に
之
を
貸
与
し

た
証
丈
で
あ
る
。
更
に
神
足
村
の
領
主
で
あ
り
、
自
分
達
の
支
配
者
た
る
貴
族
領
主
七
条
殿
家
も
亦
油
屋
弥
兵
衛
の
高
利
貸
資
本
の

支
配
を
受
け
る
に
至
っ
た
の
ノ
」
あ
合
。
そ
れ
は
次
の
如
き
覚
書
に
よ
っ
て
明
に
さ
れ
る
。

　
　
　
　
覚
一
、
銀
弐
百
弐
拾
三
匁
三
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
子

一
、
五
拾
三
石
五
斗
七
合
壱
勺
四
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
拾
壱
匁
四
分
四
厘

　
　
　
　
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
旦

　
　
　
拾
壱
石
七
合
五
勺
　
　
　
　
御
膳
米
　
　
　
一
、
銀
百
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
子

　
　
残
リ
四
拾
弐
石
四
斗
九
升
四
勺
　
　
　
眉
二
付
六
十
匁
替

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
匁
弐
分

　
　
　
代
銀
弐
頁
五
百
四
拾
匁
九
分
八
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
朔
旦

　
　
　
　
内
一
、
銀
七
百
五
拾
目

一
、
四
百
八
拾
目
　
　
　
　
　
　
　
　
元
四
頁
目
利
　
十
弐
ケ
月
分
　
　
　
　
　
　
　
利
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
拾
五
匁

三
月
朔
巨

一
、
銀
百
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
節
句
前
御
入
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
月
五
目

　
　
　
利
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
銀
百
目

　
　
　
拾
匁
八
分
　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
よ
リ
十
一
月
迄
九
ケ
月
分
　
　
　
　
　
　
利
子

四
月
五
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
匁
六
分

近
世
に
拍
け
る
畿
内
在
郷
商
人
の
高
利
貨
資
本
に
つ
い
て
（
足
立
）

御
銀
利
六
ケ
月
分

四
月
よ
り
十
一
月
迄
八
ケ
月
分

五
月
節
句
御
入
用

五
月
よ
リ
十
一
月
迄
六
ケ
月
分

盆
前
御
入
用

六
月
よ
リ
十
一
月
迄
六
ケ
月
分

節
旬
前
御
入
用

九
月
よ
リ
十
一
月
迄
三
ケ
月
分

五
一
（
五
八
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
暑
）

。
十
月
廿
五
目

　
一
、
銀
百
目

　
　
　
利
子

　
　
　
弐
匁
四
分

一
、
銀
四
拾
六
匁
三
分
六
厘
八
毛

十
月
五
目

一
、
銀
弐
瓦
弐
拾
三
匁
三
分

　
　
利
子

　
　
五
匁
三
分
五
厘
九
毛

利
子
〆
百
四
拾
弐
匁
壱
分
五
厘
七
毛

元
金
〆
弐
頁
七
拾
六
匁
六
分

中
仕
切
御
入
用

元
三
百
弐
拾
弐
匁
役
所
銀

十
ニ
ケ
月
分
利
子

御
講
銀
利
六
ケ
月
分

ニ
ケ
月
分

五
二
（
五
八
六
）

含
銀
弐
貫
弐
百
拾
八
匁
七
分
五
厘
七
毛

差
引
　
銀
三
百
三
拾
壱
匁
弐
分
弐
厘
三
毛
　
返

　
　
但
し
極
月
呂
至
リ
弐
三
百
目
借
リ
増
相
頼
候
儀
も
可
在
之
候
事

　
　
右
之
通
年
女
御
取
替
之
儀
頼
入
候
事

　
　
丈
政
八
丙
年
六
月
　
　
　
　
　
七
条
殿
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
　
　
　
右
　
膳
　
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
弥
惣
治
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
　
主
　
計
　
＠

　
　
油
屋

　
　
　
弥
兵
衛
殿

　
右
の
覚
書
か
ら
小
貴
族
領
主
の
一
年
間
の
日
常
生
活
の
行
事
や
費
用
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
如
何
に
経
済
的
に
行
詰

っ
て
い
た
か
、
そ
し
て
自
領
の
上
納
米
の
う
ち
か
ら
飯
米
だ
け
を
残
し
て
他
は
借
用
銀
の
元
利
の
支
払
い
に
あ
て
、
や
っ
と
そ
の
生

計
を
立
て
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
「
極
月
二
至
リ
弐
三
百
目
借
り
増
相
頼
侯
儀
も
可
在
之
候
事
」
と
い
う
但
し

書
に
至
っ
て
は
最
早
や
経
済
生
活
に
お
け
る
余
裕
の
如
き
は
少
し
も
見
当
ら
ず
、
全
く
自
領
の
在
郷
商
人
た
る
油
屋
弥
兵
衛
の
経
済

的
勢
力
Ｈ
貸
付
資
本
の
前
に
膝
を
屈
し
、
低
頭
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
す
　
　
び

　
惟
う
に
近
世
に
お
け
る
農
村
は
貨
幣
経
済
の
進
展
と
負
担
の
加
重
に
よ
っ
て
窮
乏
化
し
、
変
質
化
し
て
行
く
の
、
て
あ
る
が
、
ン
、
の

窮
乏
化
の
中
に
あ
っ
て
土
地
を
兼
併
し
て
行
く
も
の
は
豪
農
で
あ
り
、
富
力
あ
る
在
郷
の
半
農
的
商
人
で
あ
っ
た
、
か
く
て
武
元
立

平
が
勧
農
策
に
お
い
て
コ
象
商
の
者
と
申
は
十
ケ
村
に
一
人
か
二
人
に
て
御
座
侯
。
叉
借
銀
も
不
仕
、
身
上
程
六
に
渡
世
仕
候
も
の



百
家
の
村
に
十
人
に
は
過
不
申
侯
。
残
る
九
十
人
は
皆
困
窮
の
小
氏
に
て
御
座
侯
」
と
農
村
に
お
け
る
貧
富
の
懸
隔
の
甚
し
く
な
一
ノ

た
こ
と
を
述
べ
、
更
に
「
在
方
一
統
困
窮
仕
廉
内
に
、
間
に
は
豪
商
の
者
も
相
見
へ
侯
。
是
は
如
何
に
し
て
富
有
に
相
成
候
ぞ
申
に
、

耕
作
計
に
て
身
上
仕
出
し
候
に
て
は
無
御
座
、
多
く
は
酒
、
油
店
商
、
質
屋
等
に
て
御
座
候
。
一
向
無
商
売
の
者
も
皆
金
貸
し
を
仕

り
、
其
利
息
を
取
て
手
前
よ
く
相
成
侯
に
て
御
座
侯
。
－
－
金
貸
ほ
ど
利
分
よ
き
も
の
は
無
御
座
、
間
点
不
払
者
御
座
侯
て
損
も
多

く
御
座
候
得
共
、
利
分
の
方
多
き
事
と
被
存
候
。
叉
借
銀
す
る
者
ほ
ど
哀
む
べ
き
事
は
無
御
座
候
。
素
よ
り
不
足
仕
候
ゆ
へ
に
借
銀

致
し
候
上
に
一
割
半
叉
は
二
割
等
の
利
息
を
加
へ
返
済
仕
侯
事
、
如
何
し
て
出
来
可
申
哉
、
夫
故
に
所
持
の
家
財
、
山
林
叉
は
年
貢

安
き
田
畠
な
ど
は
此
借
銀
利
息
に
皆
銀
主
へ
取
ら
れ
候
様
に
相
成
候
に
付
き
、
豪
富
の
者
の
取
持
仕
候
田
畑
は
年
貢
安
く
加
徳
御
座

侯
田
地
に
て
御
座
候
」
と
説
い
て
村
の
変
質
化
を
論
じ
て
い
る
が
、
全
く
そ
の
通
り
で
農
村
の
階
層
は
地
主
、
自
作
農
、
小
作
農
へ

と
分
化
が
よ
う
や
く
進
め
ら
れ
、
更
に
は
自
作
農
の
小
作
農
へ
の
没
落
と
小
数
の
地
主
の
成
長
が
み
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
に
封

建
的
農
村
統
治
の
原
則
た
る
標
準
的
平
均
的
自
営
農
民
の
維
持
政
策
は
時
代
を
逐
う
て
崩
壊
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
封
建
杜
会
は
崩

壊
へ
の
一
途
を
辿
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
建
封
杜
会
の
表
現
た
る
階
層
的
身
分
関
係
も
支
配
層
の
財
政
的
窮
乏
と
破
綻
と
に
よ
っ
て
、

そ
こ
に
混
乱
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
武
士
の
貧
乏
生
活
は
や
が
て
士
道
の
頽
廃
と
し
て
現
わ
れ
、
当
該
杜
会
で
も
っ
と
も
賎
し

と
さ
れ
た
商
人
の
経
済
的
勢
力
に
圧
倒
さ
れ
、
そ
の
資
本
力
は
遂
に
封
建
的
身
分
制
度
の
鉄
則
を
動
揺
せ
し
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
封
建
的
農
村
体
則
と
封
建
的
支
配
体
制
を
土
台
か
ら
動
揺
せ
し
め
、
混
乱
せ
し
め
た
所
の
富
商
の
貨
幣
資
本
に
対
す
る
実

証
的
研
究
と
し
て
、
京
阪
両
都
の
間
に
介
在
し
て
畿
内
に
お
け
る
在
郷
商
人
と
し
て
の
特
質
を
遺
憾
な
く
発
輝
し
、
且
つ
近
郷
の
農

異
の
上
に
君
臨
し
、
領
主
経
済
ま
で
も
凌
ぎ
遂
に
之
を
圧
倒
す
る
に
至
っ
た
こ
○
油
屋
弥
兵
衛
の
高
利
貸
資
本
の
実
体
こ
そ
最
も
よ

き
実
例
で
あ
る
と
思
う
。
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近
世
に
却
け
る
畿
内
在
郷
商
人
の
高
利
貸
資
本
に
つ
い
て
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
（
五
八
七
）


